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公共空間における市民活動は活発に行われているが継続は難しく課題である．本研究では茨城県古河市

の古河総合公園の市民参加に着目し，公園が発行している「古河総合公園だより」の分析と，長く市民活

動を続けている地域住民にヒアリングを行って，公園空間での市民活動が続いている要因を明らかにする

ことを試みた．その結果，市民活動をサポートする要員が長期に公園に関わることが重要であり，また参

加者が固定されていることの利点欠点のほか，価値観の違いによる市民活動への影響などの新たな課題も

明らかになった． 
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１． はじめに 

 

(1) 背景と目的 

身近な環境をより快適にするための市民活動は様々な

成果をあげているが，その継続は難しく，発起人の引退

とともに消滅する活動は多い．それは次世代との問題意

識の違いや，環境の変化などによって活動の目的が変化

すること，また都市化した地域ではコミュニティが希薄

であることなどが挙げられる． 

不特定多数の人が集まる身近な都市施設の一つに公園

がある．中村は，近代日本が整備してきた西洋由来の公

園の意義を認めつつ，公共が担うが故の公平であること

の矛盾を指摘している．さらに神社などの日本の伝統的

な空間が，土地の歴史と地形を活かした場に立地し，そ

こが賑わいの中心となって地域一体に波及していた点に

着目し，それらを近代都市公園に取り入れる効果を考察

している１）． 中村は平成4年から，茨木県古河市の古

河総合公園の御所沼再生を監修し，設計計画では地形と

土地の歴史を根幹に据え，運営では公共空間の矛盾を超

えた市民活動の在り方を模索した．御所沼を地相と人間

双方の歴史から位置づけ，その沼を中心に公園を活用し

た市民の様々な活動が展開しすることを目指した２）． 

本研究では，古河公園で行われてきた市民活動に着目

し，それらが継続，発展するために必要な要因を抽出し，

考察することを目的とする． 

 

(2) 研究の位置づけ 

市民活動に関する既往研究は豊富にあるが，歴史的位

置づけでは，椎木は戦前日本の民間社会事業等の内発的

発展と戦後のそれらとを比較して，日本の市民活動の源

流の解明を試みている３）．また松元は戦後の社会運動

から住民運動，市民運動をへて市民活動の概念が形成さ

れる過程を明らかにし，さらに近年の市民活動の特徴を，

行政と対立していた1960年代の社会運動とは異なり，ボ

ランティアやネットワークを活用し，環境改善等の行政

の業務と重複する目的であるため行政との協力関係を築

くことが一般的で政治的イデオロギーを含まない傾向に

あるとしている４）． 佐々木らは，行政と協働して活動

することを前提に，行政と住民との間に介在してコーデ

ィネートする主体に着目し，住民の要望等の情報の収集

とそれらを行政の中の必要な個所に届けることの重要性

を示した５）．藤木らは市民参加型の公園運営における

協議会の果たす役割を分析し６），古河総合公園におい

て行政と市民との介在役であるパークマスターを勤めた

菅は，市民の意向を公園管理に活かす手法を実践的に示

した７）．これらの研究は，市民活動の歴史的位置づけ

及び市民の意向を取り入れる組織の機能について分析し

たもので，市民活動の継続や要因には触れていない．本

研究では公園という公共空間において市民活動が継続す

るための要因を提示する点に新規性がある．  
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8世紀 万葉集に舟運で栄えた様子が詠まれる

1180 立崎に館を築かれる（後の古河城）．

1455 五大鎌倉公方足利成氏が古河の鴻巣にうつり古河公方と称す．

1630 鴻巣御所解体．一体は天領と古河藩所領と入会地になる

1770頃 土井利勝の発案により植樹された桃により，桃花の名所となる

1912 渡良瀬川改修工事により古河城消滅，沼地の排水が困難になる

1933 古河公方館と徳源院跡が茨木県指定文化財に指定される

1949 御所沼干拓事業(1947-51)により水田化，御所沼消滅

1970 日本政府が減反政策を発表

1972 古河総合公園都市計画決定

1973 公園工事着工，桃林，花菖蒲田を整備

1977 第一回桃祭り開催

1989 古河総合公園基本計画見直し，御所沼の一部復元決定

1992 御所沼復元開始（-'96完成）

1998 パークマスター制度発足

2003 古河総合公園づくり円卓会議開設

2003 メリナ・メリクーリ賞受賞

2005 古河市，総和町，三和町が合併

2015 愛称公募より公園名が「古河公方公園」に決定  

(3) 研究の方法 

本研究は，資料文献調査とヒアリング調査を基にして

いる．資料は，古河総合公園が2000年1月から毎月発行

している「古河総合公園だより」の記載事項をデータと

して用いた．さらに園パンフレット，ホームページ，関

係者作成の資料を参考にした．ヒアリングでは，御所沼

復活計画を立てた中村氏，古河市役所勤務時代に古河総

合公園計画に携わり退職後に公園づくり関係のボランテ

ィア活動を続けている野中氏，もりもりクラブという最

も活発に公園づくり活動を続けるグループのリーダーで

ある川田氏に行った． 3名とも子ども時代を古河で過ご

している． 

 

 

２． 古河総合公園の概要 

 

(1) 関連する歴史 

古河は，縄文の遺跡が発掘されており，また万葉集に

舟運で栄えた様子が様子詠まれるなど，前史時代から水

辺を活用した暮らしが営まれていた．室町時代に，鎌倉

公方の足利成氏が鎌倉から古河へ居を移してから歴史の

表舞台に登場する．渡良瀬川に面して館を築きそれが後

の古河城となった．古賀公方は沼のほとりの鴻巣に約

170年間居を構えて暮らしており，それが御所，御所沼

の由来となる．江戸期には譜代藩が古河の地をおさめ，

東北への入口としても繁栄した．明治末期に決定された

近代治水による渡良瀬川改修によって古河城が消滅し，

後に水田面積拡大のために沼地が埋め立てられて御所沼

も消滅し，水辺は激変した．1972年に御所沼一体の21ha

が古河総合公園として都市計画決定し，1989年に内容を

見直して御所沼の一部復元が決定された． 

古河総合公園では，市民の活動を公園づくりに反映さ

せるために市民と行政をつなぐパークマスター制度が発

案され，1999年から活動を開始する．2003年に公園での

市民活動による文化が認められたメリナ・メリクーリ賞

を受賞するなど外部から注目される．2005年に古河市は

総和町，三和町と合併し新しい古河市となり，公園活動

も変化していく．(表-1) 

本研究では古代から近代までの長い古河の歴史を踏ま

えつつ，研究対象は2000以降とする． 

 

(2) 施設概要 

公園の正式名称は古河総合公園で，公募により選ばれ

た愛称は古河公方公園である．本研究では正式名称の古

河総合公園を用いる．茨木県古河市鴻巣に位置し，面積

は22.4ha，事業主体は古河市，管理主体は古河市が委託

している指定管理者である古河市地域振興公社である．  

公園の南側に復元した御所沼と中心に公方様の森があ

り，沼の南には米作りをしている田圃のホッツケ田，北

側にカフェテリアと富士見塚，公方様の森の東側に移築

した民家と茶畑がある．西側の正面入り口の先に，休憩

室や会議室が入っている管理棟がある．公園の北半分に

は広大な芝生広場，桃林，蓮池等がありそれら間に水路

が配されている．（図-1） 御所沼の水は，一部湧水と

雨水のほかに，井戸水を汲み上げて流し，また町の下水

も流れている．これらの水をくみ上げて渡良瀬川に排水

して水の流れを作っている． 

 

(3) 公園の運営と管理 

古河総合公園は，古河の歴史を再認識して高度成長期

に消滅した水辺を復活し，市民が公園づくりに関わるこ

とによって，都市公園の今後の在り方を模索する試みと

いう側面がある１）． 

また先行研究で示されているように，公園で市民がや

りたいことを実現させるためには，市民と公園管理者公

園との間を調整する役割が有効である．古河総合公園の

運営と管理は，古河市，公社，利用している市民，介在

の機能を持つパークマスターによって成り立ち，それら

が公園について話し合う「古河総合公園づくり円卓会

議」がある（図-2）．本研究における研究対象は，市民 

管理棟

渡良瀬川

公方様の森

茶畑

桃林

栗橋

古河駅

公園正面入
口

富士見塚

カフェテリア

ホッツケ田

蓮池

芝生広場

御所沼

二入川せせら
ぎ

 

表-1 古河総合公園に関する歴史年表 

図-1 古河総合公園平面図 野中氏提供の図面に筆者加筆 
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団体の活動であり，行政や公社の関与は，市民活動の継

続の考察において考慮するにとどめる． 

 

 

３．古河総合公園の市民活動の内容と傾向 

 

(1)古河総合公園だより  

 公園の出来事を記載した「古河総合公園だより（以下,

公園だより）」は，2001年1月より毎月発行され2017年3

月末で201回を数えた．本研究では公園だよりの記事を

データとして記載内容の分析を行った．記事の種類は,

管理運営，催しやイベントの告知等含めた公園内の出来

事やお知らせである．以下に記載内容ごとの特徴を示す． 

a)管理 

 公園だよりで最も多いのが管理に関する記事である．

御所沼や公園に散在する水辺の手入れ，樹木の選定や植

栽，花壇の植え替え，園路や建物の改修などである.特

に冬季に沼の水位を下げることや桃木の植え替えなどの

市民にとって興味深い作業や，外来種の駆除等の公園の

抱えている問題，オオヨシキリとう鳥のまわりの草を刈

り残すなど市民が不思議に思うことなどについて，なぜ

そうしたことを行うのかという詳しい理由を付している．

これを読んだ市民は，それらの管理の仕方を目にしたと

きに公園のしくみをより深く理解することができる. 

b)運営 

 公園工事完了後は，使い手である市民が創り手となっ

て，整備と利用に参加してゆくことを目標の一つとして

いた１）．古河総合公園では2002年1月に「公園を活用

していきたいという市民の声を取りまとめ，公園づくり

に反映させていく」ため「みどりと遊びの会」が開始し

た．公園だよりには，活動の主旨と市民参画の公園づく

りのスキームの試案，その後の公園での様々な遊びを企

画実行の結果を掲載している．さらに2003年7月に古河

総合公園公園づくり円卓会議（以下，円卓会議）が立ち

上がり，以後基本的に会議は2ヶ月に一度開催されてい

る．円卓会議に関して公園だよりには，2007年までは開

催日や話し合われた内容，主旨を付した参加の呼びかけ

が掲載され，2008年以降順次簡単な報告となった．また

掲載回数は，2011～12年が6回と最多で，2013～14年に各

1回，2015～16年は0回になったが，2017年は3回掲載と再

度掲載が始まった． 

c)催し・イベント 

 古河総合公園には，桃まつり，新茶まつり，よかんべ

まつりの３つの大規模なイベントがあり，桃まつりは

1977年，他の２つは2000年以降継続して開催されている．

述べ参加者は数千人から3万人という規模で，それぞれ

実行委員会等の大きな組織と予算がある．公園だよりに

呼びかけや開催後の報告が毎回掲載されている． 

 一方，それらとは異なる市民の自発的で小規模な多様

な催しの掲載もある．長く続いている活動の中で代表的

なものは「どろんこクラブ」である．初めはやりたい親

子の集まりで公園だよりにも時々掲載される程度であっ

たが，2008年に市が運営する正式な団体となり，2009年

から年間計画と参加者募集，活動の結果報告が常に掲載

されるようになった．その他，ラベンターを摘んでグッ

ズを作る教室，民家園での月見とススキの配布，クリス

マスリースづくりなど，公園内で採れるものを活用した

催しがあり，公園だよりには恒例の行事として掲載され

ている．また公方様の森の管理のために，公園が公募し

て講座を開いたことから始まった「もりもりクラブ」は，

森の手入れや害草の駆除等の市民でできる管理作業のほ

か，植物観察会やキノコ栽培も行っており，2007年に発

足後は活動を継続している．その他単年度掲載の活動も

多く，コンサートやカヌー，鯉のぼりあげなど，規模や

種類は多様である． 

d)他団体との交流 

 公園には，視察やインターン，小学校から大学まで野

外授業など他団体の来訪が多く，公園だよりには来訪の

日時や所属，公園の感想などを掲載している．2005〜08

年の間は特に多い． 

e)季節の変化 

 四季折々の公園の風景や，花，生き物など公園内の観

察から得られる季節の変化が公園だよりに掲載されてお

り，イベントに関係するものを除き全部で136の記事が

あった．月による変化では４〜6月が少なく冬季は多い．

これはイベントなど他の記載する内容の多寡によると考

えられる．経年では2007年までが毎年10個以上の記事が

あったが，その後はやや減少し6〜9個になり，2012年以

降ほとんど見られなくなる．これはイベントの開催報告

が中心になること，特に2012年以降は公園だよりが２頁

から１頁なることによる記事数の減少も大きい． 

ｆ）その他 
 図-2 古河総合公園づくり円卓会議の仕組み 

古河総合公園だより2003年6月号より抜粋 
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 お知らせや公園利用における注意事項は必要に応じて

常に掲載がある．2010 年までは，“フクロウが来てい

る”“鰻がとれた”“石鹸の実のムクロジ”など公園内

のニュースが多彩であった．2010年以降は，こうしたニ

ュースが減り，一方で自転車の乗り入れ禁止やバーベキ

ューのマナーについてなど注意事項が増えている． 

 

（2）ヒアリング 

 古河総合公園において市民参加の活動が続いている要

因を明らかにするために，市民として公園づくりに長く

参加している野口氏と川田氏にヒアリングを行った．以

下は，ヒアリングをまとめたもので，記名のないものは

二人の共通の認識としての話であったため発言者の記名

は省略している． 

 市民参加の活動は，自発的に自分たちで企画する催し

と，公園に企画してもらって参加するのとでは大きく違

う．例えばどろんこクラブはもともと公園で子どもたち

を遊ばせたいという父母らの企画が始まりで，男性に参

加してもらうために公園内に田んぼを作ってしまった．

作った田んぼで，子どもたちが米作りを体験し，次に何

をやりたいか考え，例えば竹があるから流し素麺をする

など，その時々で自由に行っていた．参加者は固定され

ていたが，同じ子供が複数年関わることによって，経験

済みの子供が新規参加の子供にやり方を教えるなど子供

同士の技術の継承がみられた．その頃の子供も今は大人

になっており，当時の親子は今でも付き合いが続いてい

る．一方，公園主催になった後は，年間計画を作り，行

事は計画に沿って行い，参加者は毎年新規に募集するた

め固定していない．田植えなどの体験をさせたい母親が

子供を連れて参加している．子供たちの中に経験者がい

ないため子供同士で教え合うことが無くなり，中にはふ

ざけまわるだけの子もいる．クラブを終わった後の付き

合いは続いていないようである．野口氏は，公園管理者

は公園ができることと守ってほしいことの条件を伝えて，

あとは支援することが肝要ではないかと考えている． 

 公園でイベントを企画してみたい人はいるが，実行す

るまでには様々な手続きなど不慣れなことが多く，結局

やってみたいという漠然とした希望で終わることがほと

んどである．市民活動が活発な頃は，パークマスターが

必要なことをアドバイスして実行できた催しがあった． 

 社会で役立ちたいと考えている時間に余裕のある人は

多いので，公園の管理のなかで簡単な作業をしてもらう

ことは大切だろう．そのために公方様の森の管理呼びか

けの時のように，講座を開き，市報に載せて募集すると

効果的だと考えている．川田氏は大学のシニア講座受講

後し，受講後は都内の大規模公園で受講修了者とともに

管理業務を手伝っている． 

 パークマスターが常勤のときは，毎日公園を見回り，

公園によく来ている市民からの情報提供があった．例え

ばシマアジガモなどの珍しい鳥が公園に来ると，野鳥の

会などのネットワークによって大勢の野鳥ファンが押し

かける．そのことを公園に教えてくれる市民がいなけれ

ば，公園は何も知らず，訪問者に鳥のことを聞かれても

わからない．現在の管理職員は短期的な勤務が多く情報

が集まりにくい．公園に長く務める職員がいることで，

こうした情報が集まってくる． 

 2005年に，古河市は隣の町と合併したが，文化的背景

が違うため例えば管理では，旧古河市は市民の希望をき

いて進める習慣があったが，合併した町は予め決めた内

容を実行するように違いがある．その結果，例えば自然

な状態を保つように下草を残していた管理を，雑草が生

えているサボらずに刈ってほしいと言われたり，正面入

口の二入川のせせらぎの土溜まりに蛙や手長エビなどの

水生生物が多く棲みついていたので子どもたちのために

そのままにしていたが，土がたまっている状態は良くな

いと取り除いてしまった．考え方の違いは大きい． 

 古河総合公園は季節感を大切にしているが，季節の感

じ方は人それぞれ違うと思う．毎日散歩に来ている人は

小さな変化もよく知っている．川田氏は，沼の水抜きが

始まると冬の到来を感じ，水位が上がってくるともうす

ぐ桃まつりだと感じる．また川田氏にとって御所沼の付

近は “子供の頃からの生活の場，遊び場であり生い立

ちの中で積み重なっている”特別な場所である． 

 

 

４．考察 

 

 市民参加による公園づくりを目標の一つに掲げた御

所沼の復元から25年が経過した．公園だよりの記録があ

る17年間の間にも，活発に市民活動が行われたあるいは，

思うように進まない時期など，多様な経験をしている．

本章では，公園だよりとヒアリングでの分析をもとに，

公園における市民活動の継続に必要な要素を考察する． 

 既往研究では，公共空間で市民活動を行うためには，

行政・管理者と市民とを介在する中間的な組織が有効で

あると示されていたが，古河総合公園ではパークマスタ

ーと円卓会議が該当し，効果的に機能していたことが確

認された．さらに中間に位置する職員が長期に務めるこ

とが重要であることが新たにわかった．市民が公園でや

りたいことを実現するためには，行政のしくみを熟知し

助言や支援できることが必要である．さらにヒアリング

で職員が勤務期間の指摘があったが，短期間の勤務では

市民が持つ様々な情報をどこに届けるのか，また新しく

公園と関わりたいと考えた市民がどこに連絡をしたらよ
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いかわからない．パークマスターの常勤か否かの期間で

は，公園だよりに紹介される活動や公園内の様々なニュ

ースの数に違いがあった．つまり市民からの情報を集め

て必要な人に届ける，あるいは新しく公園に関わりたい

と考えた市民が既存の活動とつながるためにも，介在す

る職員が長期間勤務することが必要であるといえる．古

河総合公園ではさらに行政及び管理者，パークマスター，

市民とが同じテーブルで話し合う円卓会議が，市民の要

望がより取り入れやすいように働いており，活発な市民

活動を促してきたものと考えられる． 

 次に，市民でできる公園管理の講座を公園が主催する

ことがある．古河総合公園のもりもりクラブは，講座の

開催と参加が始まりであり，また川田氏の東京の公園管

理の手伝いの実績等から有効であると考えられる．公園

主催の講座であれば活動募集が市報に載り人を集めやす

く，講座受講は参加しやすいと考えられている．市民が

管理業務を楽しみにできれば，公園管理者はそれらの経

費を別の使徒に充てることができる．全国の自治体で予

算が厳しくなるなか，市民参加の効果的な方法は，今後

も検討していくべきことと考える． 

 さらに，同じメンバーによる繰り返しの活動参加の有

効性がある．どろんこクラブの例のように，毎年同じ子

供が活動すると，経験者が新規参加者に教えることがで

き次の新規参加者へと受け継がれていく．子供の中には

新規参加者のみではふざけるだけになることもある．メ

ンバーが固定されやすいマイナス面もあるもが，子供は

年上の子供の言うことをよく聞くものであり，子供同士

での技術の継承のできる環境は重要であると考える． 

また，公園だよりでは，運営の円卓会議，季節のたよ

り，お知らせの記事内容や数，頻度が2006～07年を境に

変化があった．これは市町合併による管理者の考え方の

違いが影響していると考えられる．下草管理や二入川の

土溜まりの例に見られたように，異なる考えを持つ人た

ちの価値観をどう整合するかは大きな課題である．二入

川の土溜まりは，ヤゴの羽化も見られた子どもたちの遊

び場であり，公園では夏にかいぼりを行っていた．子ど

もたちはたくさんの生き物を捕まえられるので楽しみに

していたそうである．この状況を好ましく考える人たち

にとって土溜まりはよい風景であったが，土がたまって

いることが汚いと考える人にとっては改善すべき風景で

あった．野口氏はこうした状況を遺憾に感じつつも，異

なる文化の合流は，より多様で豊かな文化となる契機で

あるべきと考えている．古河総合公園でも新しい公園と

なるためのきっかけになるための課題であると考える． 

 また公園でのボランティア活動は様々にあり，川田氏

はもりもりクラブを中心に雑草抜きや外来種の駆除など

を含め多くの労力を厭わず関わりを続けている．それは

御所沼が川田氏にとって子供の時から良い思い出が積み

重なっている場所であり，当時の風景を思いながらこれ

からも大切にしていきたい場所だからであった．同様に

御所沼の復元を訴えた中村氏，市役所職員として古河総

合公園に関わり退職後もボランティア活動を続けている

野口氏も，みなかつての豊な環境で遊んだ経験がある．

こうした子供時代の思いが成人後の行動にあらわれてい

ることを鑑みると，子どもたちの公園との関わり方は，

今後も検討していかなければならないと考える． 

 

 

５．おわりに 

 

公園と市民は，散歩，イベント企画，管理業務を

日常の一部にするなど，付き合い方は千差万別であ

る．市民が新しく公園とのかかわりを築けるかは，

新たな居場所をつくれるか，新しい人間関係を築け

るかをも意味している．そうした機能を公園が担う

えるかは，御所沼復元を計画した中村氏の試みでも

ある．古河総合公園では，異なる文化を持つ市町合

併など様々な環境の変化による試行錯誤は今も続い

ている．変化をより豊かな公園へと飛躍する契機と

なるために必要なことは今後の課題としたい． 

本研究では，公園づくりへの市民参加において重

要な要素のいくつかを抽出することができた．しか

し古河は古くから豊かな歴史の舞台であった．公園

内には御所沼が地域住民の入会地で栗拾いなどして

きたことや，古河公方の墓所への参拝の習慣など多

くのエピソードがある．これらは現在に続く市民活

動の背景であると考えられ，そうした地域の歴史を

踏まえた活動のあり方の検討も今後の課題である． 
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